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 資料３ 

議題３ 令和６年度白井市男女平等推進行動計画 取り組み評価シートについて 

 

（１）令和６年度白井市男女平等推進行動計画 取り組み評価シート管理結果について

 

■ 取組の実施状況 

評価の項目 件数 割合 

Ａ 予定以上の実績を上げた事業 ３件 ２．３％ 

Ｂ 当初の予定通りであった事業 １１２件 ８４．２％ 

Ｃ 当初の予定通りの実績を上げられ

なかった事業 
１１件 ８．３％ 

Ｄ 実績がなかった事業 １件 ０．８％ 

Ｚ 事業自体がない（廃止） ６件  ４．５％ 

総事業数 １３３件 １００．１％ 

   注：各項目の割合を四捨五入して表示しているため、合計値が１００％になりません。 

 

 

 

■「Ｃ」 当初の予定通りの実績を上げられなかった事業 

№ 事業名 評価の理由 

３ 
青少年女性センターでの男女 

共同参画事業の実施 
目標値の参加人数に達しなかったため。 

４ 青少年女性センターとの連携 目標値の参加人数に達しなかったため。 

５ 
市民大学校における男女共同 

参画関連講座の実施 

昨年度に引き続き、調理に関する事業を実施することができたが

目標値に届かなかったため。 

１２ 
人権教育・豊かな人間関係 

づくり実践プログラムの実施 

人権教室・ピアサポートは小学校で行った。中学校では、人権集

会のみであったため、全校実施にはならなかったため。 

４４ 
介護支援ボランティア制度の 

運用 

活動者数はコロナ以前と比較して伸びているものの、登録者数及

び活動者割合が低いため。（実働割合は 4 割を下回る） 

４９ 市民団体との連携・支援 目標値に達しなかったため。 

５０ 
総合型地域スポーツクラブへの

支援 
目標値に達しなかったため。 

８１ 
農業年金への女性農業者や若い

農業者の加入の促進 

戸別訪問により、２名の農業者年金加入に繋がったが、女性加入

者はいなかったため。 

８６ 
市政懇談会への多様な参加の 

促進 

団体との懇談や要望書の受理により、市民から広く意見や提案を

聞くことができたが、市政懇談会の開催による目標値の達成をす

ることができなかった。 

１０１ 
いじめ・暴力・虐待の予防・ 

啓発 

いじめ解消には、「行為がやんでいる状態が少なくとも３か月以

上」の期間が必要なため、１月～３月のいじめ認知件数が多い年

度は、解消ではなく経過観察の割合が増えてしまうため。 

１０５ 消防団員充実強化 募集を工夫して実施しているものの目標に達していない。 
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■「Ｄ」 実績がなかった事業 

№ 事業名 評価の理由 

６ 
なるほど行政講座の中で男女平

等に関連する情報の提供 
開催希望がなかったことから未実施のため。 

 

 

 

 

■「Ｚ」 事業実態がない事業  

№ 事業名 評価の理由 

９ 青少年国際交流の実施 相手校から連絡がなく、未実施だったため。 

１０ 友好都市交流の実施 

友好都市協定が破棄されたことにより、当初予定していた事業の

実施が不可となったため。 

 

１６ 工業団地見学ツアーの実施 答申結果に基づき、実施しなかったため。 

１７ 企業経営者による講演会の実施 答申結果に基づき、実施しなかったため。 

４０ 
介護予防教室(認知予防教室)の

実施 
未実施のため。 

５１ 
スポーツ指導者の育成と参画 

促進 

千葉県生涯スポーツ公認指導員の新規募集、千葉県地域スポーツ

指導者研修会の開催が令和４年度で終了しているため。 

 

 

 

 

 

参考 

 

■「Ａ」予定以上の実績を上げた事業 

№ 事業名 評価の理由 

１１ 国際理解事業の実施 
目標値 200 人としていたところ、308 人が参加となり、目標値に

達することができたため。 

８４ 
無作為抽出による公募委員 

候補者登録制度の活用 
当初の目標どおりに実施できたため。 

１３１ 

セクシュアル・ハラスメントな

どの対策として防止マニュアル

の活用 

ハラスメント防止につながるよう継続的に「職員ハラスメント 

対応マニュアル」の改訂及び周知が実施できているため。 

 

 

 

 


